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令和２年５月 

埼玉県危機管理防災部 災害対策課 

 



新型コロナウイルス感染症に対応したガイドラインについて 

 

 

はじめに 

 

 新型コロナウイルス感染症については、令和２年４月７日に緊急事態宣言が行われまし

た。また、令和２年４月１６日に緊急事態宣言の対象地域が全都道府県に拡大されたとと

もに、本県においては重点的な対策が必要とされる「特定警戒都道府県」となりました。 

 こうした状況において災害が発生し、避難所を開設する場合には、手洗いや咳エチケッ

ト等の基本的な感染症対策を行うとともに、人が密に集まって過ごすような空間（密閉空

間・密集場所・密接場所）を回避するなど、感染症対策に万全を期すことが重要です。 

 埼玉県では、具体的な対応策をあらかじめ検討することにより、災害発生時に避難を要

する住民の安全・安心を確保するため、避難所の運営に関する指針の別冊として「新型コ

ロナウイルス感染症に対応したガイドライン」を作成しました。 

 各市町村におかれましては、災害時の新型コロナウイルス感染症対策にあたり、避難所

運営マニュアルを改訂等する場合には、当ガイドラインを参考にしていただくとともに、

地域や避難所となる施設の実情に十分配慮し、状況に応じて内容を見直し、適宜追加・修

正を行っていただきますようお願いします。 

 また、マニュアル改訂等と併せて、新型コロナウイルス感染症に対応した避難所運営を 

円滑に行うための具体的な役割分担・手順等について、保健福祉部局等と十分に確認・調

整していただきますようお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１ 避難者別の避難所の確保 

  避難所での新型コロナウイルス感染拡大防止のため、感染が確認されている者（自宅

療養者含む。）、発熱等の症状のある者及び濃厚接触者については、それら以外の者の避

難スペースとは別のスペースに避難場所を確保する。 

  

 ＜参考：避難者別の避難所選定フロー例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 事前準備 

（１）十分なスペースを確保するための避難所の確保・開設 

   避難者が密接しないよう十分なスペースを確保するため、過去の災害等を参考に、 

  発生する災害や避難者数等を想定し、あらかじめ指定した指定避難所以外の避難所

（指定避難所敷地内の指定区画以外の施設を含む。）を開設するなどできる限り多くの

避難所を確保する。 

 

 ① 指定避難所以外の避難所（以下「臨時避難所」という。）の選定・確保 

  ・発生するおそれがある災害や指定避難所の収容人数を考盧し、臨時避難所の確保 

    を検討する。 

   ※１  体育館等が避難所となる学校施設では空き教室の活用を検討する。 

   ※２  居住区では、個人（又は家族）ごとに２ｍ程度の距離を確保することに留 

     意する。 

  ・地域の実情に応じて県有施設等の利用やホテル・旅館等の活用も検討する。 

   ※  ホテル・旅館等の活用に当たっては事前に協定の締結等を行うよう努める。 

  ・臨時避難所の選定・確保に当たっては、地域住民の生活圈（小学校区等） 

  を考盧する。 

  ・臨時避難所となる建物の安全確認や、施設管理者、地域住民及び町内会の役員等  

避

難

者 

その他の 

避難者 

ホテルなど宿泊療養施設（※） 
感染が確認されている人（自宅療養者） 

 

 

専用スペース（原則個室） 

又は 

発熱等の症状がある者等 

専用の避難施設 

 

発熱等の症状のある人（PCR

検査結果待ち含む）と感染が

確認されている人の濃厚接触

者 

その他の避難者 通常の居住スペース 

※居住区画の間隔を 2m以上あ

ける 

市
町
村
が
設
置
す
る
避
難
所 

 

※ 自宅療養者は保健所の指示により、ホテルなど宿泊療養施設に

避難します。 
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  と必要事項を協議する（開設基準、利用する施設の範囲や用途、利用できる設備や

 資機材の確認等）。 

  ・臨時避難所を開設する場合を想定して、必要となる職員、物資等を確保する。 

 

 ② 臨時避難所への支援体制の整備 

  ・指定避難所から適切な情報発信、必要な物資・資材供給等が行える体制を整備 

  する。 

 

（２）避難所のレイアウト等の検討 

  ① 避難所ごとに避難者が十分なスペースを確保できるよう、参考資料１－１から 

   １－３を参考にする等により、世帯間で概ね２ｍ間隔のレイアウトを検討する。 

  ② 発熱、咳等の症状が出た者の専用のスペースやトイレは、一般の避難者とはゾー 

   ン、動線を分けるよう検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
     

（３）物資・資材等の準備状況及び必要数の把握 

 ① 物資・資材等の準備状況をリスト化するとともに必要数を把握する（参考資料２）。 

   また、新型コロナウイルス感染症に有効と考えられる物資・資材等を可能な限り 

  準備する。 

 ② 事前に準備しておくことが適当な物資・資材等 

   a:基本的な感染症対策用：マスク、消毒液、ペーパータオル、ティッシュ、 

              ポンプ式ハンドソープ、家庭用洗剤 など 

b:避難者等の健康管理用：非接触型体温計  など 

c:避難所運営スタッフの防護用：使い捨て手袋・ガウン・フェイスシールド など 

d:その他資材：パーテーション、ビニールシート、段ボール、仮設トイレ、 

            段ボールベッド など 

 

（４）避難者の健康管理 

   避難者の健康状態の確認について、保健福祉部局及び医療関係者等と適切な対応を 

   事前に検討する。 

  ① 医療関係者等に対し、発熱、咳等（以下「発熱等」という。）の症状が出た者の 

   対応方法を事前に確認し、必要に応じて医師の診察を受けられるよう、協力体制を構 

   築する（参考資料３）。 

【参考 ゾーニングの基本】 

 ① 清潔な区域とウイルスによって汚染されている領域(汚染区域)を明確に区分する。 

 ② 区分がわかるように、テープや張り紙等で表記する。 

 ③ 発熱等の症状がある者とその他の者の生活の場や、移動の場所が、交わらないよう

にする。 

 ④ 汚染区域に入る前に、適切な防護具(マスクや手袋等)を行う。 

 ⑤ 清潔区域に入る前に、使用した(身に着けている)防護具を脱ぎ、手洗いをする。 

   
  ※「DRI 臨時レポート No.1 2020 避難所開設での感染を防ぐための事前準備チェックリスト 

   Ver.2-手引き版-」を参考に作成  
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  ② 避難所等に保健師等を巡回させるなど、避難者の感染症予防や基礎疾患の悪化予防

を図るための体制を整備する。 

  ③ 新型コロナウイルス感染症の疑いがある者が発生した場合に備え、管轄の保健所と 

      連絡体制を整備する（参考資料３）。また、当該避難者に係る隔離方法や世話を行う 

   職員等の防護体制のほか、その他避難者に係る対応方法等を管轄の保健所と協議する。 

  ④ 避難所内に掲示する手指衛生、咳エチケット等のポスター等を事前に準備する（参  

   考資料４～６）。 

 

（５）発熱等の症状のある者及び感染が確認されている者の濃厚接触者のための専用スペ

ースの確保 

 ① 発熱等の症状がある者及び感染が確認されている者の濃厚接触者（以下「発熱者

等」という。）のために、専用のスペースを確保する。可能な限り個室にするとと

もに専用のトイレを確保する。 

   ※１ 体育館が避難所となる学校施設では空き教室の活用を検討する。 

   ※２ 専用のトイレの確保が困難な場合、仮設トイレ等の確保を検討する。 

 ② 専用のスペースに加え、緊急時に活用する予備スペースを確保するよう努める。 

 ③ 同じ兆候・症状のある人々を同室にすることについては、新型コロナウイルス感

染症を想定した場合には望ましくない。やむを得ず同室にする場合は、パーテーシ

ョン、ビニールシート及びテント等によりスペースを区切る。なお、パーテーショ

ンやビニールシート等を利用する場合は 2m以上の高さで空間を仕切る。 

 ④ 避難所に専用のスペースを確保できない場合は、発熱者等専用の避難施設（ホテ

ルなど個室が確保しやすい施設）の開設を検討する。 

 ⑤ 発熱者等の専用のスペースやトイレは、参考資料１－４を参考にする等により、

一般の避難者とはゾーン、動線を分けるよう検討する。 

 

（６）自宅療養等を行っている新型コロナウイルス感染症の軽症者等の対応 

  ① 自宅療養等を行っている新型コロナウイルス感染症の軽症者等（以下「自宅療養者」 

   という。）には、事前に管轄の保健所から、災害時に避難が必要な場合は当該保 

   健所に連絡するよう周知する。 

  ② 自宅療養者は、管轄する保健所の指示により、ホテル等の宿泊療養施設へ避難する。 

 

（７）住民への周知 

   広報紙及び自治体ホームページ、SNS、防災メール等を活用し、以下の点について 

  広く住民に周知する（参考資料７）。 

 

  ➢ 自宅での安全確保ができる場合は、在宅避難について検討すること。 

  ➢ 可能であれば、安全が確保できる親戚や知人宅等への避難を検討すること。 

  ➢ 市町村の備蓄品には限りがあるため、感染防止や健康状態の確認のため、マス 

   ク、消毒液、体温計及び衛生用品（タオル、歯ブラシ）等の避難生活において必要 

   となるものを可能な限り持参すること。 

  ➢ 避難時に発熱等の症状がある者、濃厚接触者は避難所到着時に速やかに避難所職

員等に申し出ること。 
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  ➢ 避難所への避難が必要な場合は躊躇なく避難し、市町村の指示に従うこと。必要

に応じて、発熱等の症状がある者及び濃厚接触者が避難すべき、専用スペースのあ

る避難所施設（又は発熱者等専用の避難所）の名称も伝えること。    

 

（８）避難所運営を行う職員等の安全の確保 

   避難所運営を行う職員等の安全の確保を図るため、基本的な感染症対策等の知識を 

  習得する説明会等を、保健部局の保健師を中心に実施する。 

 

３ 災害時の対応 

（１）住民への周知 

   避難所を開設する場合は、住民が避難を開始する前に防災行政無線、自治体ホーム 

  ページ、SNS、防災メール等で次の事項を周知する。 

  ① 前記２（８）記載の住民への周知内容。 

  ② 臨時避難所を開設する場合は、当該避難所の施設名及び所在地等。 

 

（２）避難所における感染症対策 

 ① 避難者や避難所運営スタッフは、頻繁に石鹸と水で手洗いする（食事前、トイレ 

  使用後、発熱等の症状がある者の世話、ごみ処理後等）とともに、咳エチケット等

の基本的な感染対策を徹底する。 

 ② 水を十分に確保することが困難で手洗いができない場合は、アルコール消毒液で 

  代用する。 

 ③ アルコール消毒液は、人の出入りの多い避難所の出入口、トイレ周辺、食事スペ 

  ース等に複数設置し、入館時には必ず手指の消毒を行うよう徹底させる。 

 ④ 飛沫感染を避けるため、咳等が出ていない場合もマスクを着用する。 

 ⑤ 避難所運営スタッフの役割を決め、避難所内の物品及び施設等は、定期的に、ま 

  た目に見える汚れがあるときに、家庭用洗剤を用いて清掃するなど、避難所の衛生 

  環境をできる限り整える。特にトイレやドアノブ、電源スイッチ、蛇口など人が触

れることが多い場所については重点的に清掃及び消毒を行うこと。 

 ⑥ 避難所内は、十分な換気に努めるとともに、避難者間のスペースを十分に確保す 

  る。 

   ※ 居住区では、個人（又は家族）ごとに２ｍ程度の距離を確保し、パーテー 

    ションやテントを活用する。 

 ⑦ 段ボールベッドや布団の配置は互い違いにし、飛沫感染を避ける。 

 ⑧ 避難所内は内履きと外履き（土足）エリアに分け、生活区域へは外履きで入らな     

  い。 

 ⑨ 避難所内（入口、掲示板、洗面所及びトイレ等）には、手指衛生、咳エチケット 

   及び３密回避等を呼びかけるポスター等を掲示する（参考資料４～６）。 

 ⑩ 各世帯で出るごみは、世帯ごとにごみ袋に入れて口を縛り、避難所共同のごみ箱 

  に捨てる。ごみ収集の際は、感染防止の観点から、手袋・サージカルマスク・目の 

  防護具（ゴーグル等）・長袖ガウンを着用する。 

  ⑪ 避難者名簿には、滞在区画（体育館、空き教室等）を記録する。 

 

  ＜食事の際に気を付けること＞ 

   ・ 食事時間をずらして密集・密接を避ける。 
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   ・ 食べ物は消毒をした配膳箱やビニール袋に入れ、居住スペースや部屋毎の 

    所定の場所に置く。 

   ・ 避難者各自で順番に食事をとりに行く（手渡しはしない）。 

   ・ 原則使い捨ての食器を使用する。 

 

（３）避難者の健康状態の確認 

  ① 避難者が避難所に到着した時点で検温や体調の聞き取りを行うなど、健康状態の確

認を行う。（参考資料８－１） 

    ※ 入所後は、避難者に「健康チェックリスト」（参考資料８－２）「健康チェック

リスト」を適宜記載してもらう。 

  ② 健康状態の確認の結果、発熱者等は専用のスペースに誘導する。 

  ③ 避難者及び避難所運営スタッフの健康状態の確認は定期的に行う。 

④ 高齢者・基礎疾患を有する者は重症化するリスクが高いため、保健師等を派遣し

て健康状態の確認を徹底する（基礎疾患等の個人情報の取扱いには十分留意する。）。 

 

   ＜避難所受付時の健康状態確認フロー＞ 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ※１：自宅療養中の者については保健所から事前に、地域の避難所に避難せず、

避難が必要な場合は保健所に連絡するよう周知するとともに、保健所の指示に

よりホテル等の宿泊療養施設に避難誘導します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健
康
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
（
入
所
時
用
） 

 
 

に
よ
る
避
難
者
の
健
康
状
態
の
確
認 

チェックリストの項目２～１０
に一つでもチェックがある 

チェックリストの項目１に 
チェックがある 

チェックリストにどの項目にも
チェックがついていない 

管轄の保健所に連絡し、保健所の指

示に従ってください（宿泊療養施設

に避難することとなります）※1 

発熱者等専用スペースへ 

一般の避難スペースへ 
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  ＜避難所の受付イメージ＞ 

 
 

（４）発熱者等の対応 

 ① 発熱者等の症状が悪化した場合、医師に連絡し（参考資料３）、必要に応じて医師

の診察を受けさせる。 

 ② 医師の診察の結果、新型コロナウイルス感染症が疑われ、検査を受ける場合、  

  結果が出るまでの間の当該発熱者等の処遇は医師の指示に従う。 

 ③ 発熱者等の専用スペース等には、隔離した避難者の見守り、清掃の実施、食事の 

  供給等を行うためのスタッフを配置する。当該スタッフには手袋・ガウン等の防護 

  具を着用させる。 

 

（５）避難者が新型コロナウイルス感染症を発症した場合 

  ① 避難者が新型コロナウイルス感染症を発症したことを確認した場合、当該避難者や

避難所スタッフ等の対応は保健所の指示に従う。 

  ② 当該感染者退去後は、居住していたスペース、トイレ、資材等の消毒及び十分な換

気を行う。 

6



  ③ 清掃、消毒の際は、手袋、マスク、目の防護具（フェイスシールド等）、長袖ガウ

ンを着用する。 

 

（６）車中泊（車中避難）等への対応 

  ① 避難所等に避難をせず車中泊を行う避難者がいる場合は、エコノミークラス症候群

予防のため、軽い運動やストレッチの実施、こまめな水分補給等について周知するこ

と。 

   ※ 気温や湿度が高い時期にはエアコンの利用等により熱中症にも注意するよう周

知すること。 

  ② 車中泊により避難生活を送っている者の健康状態の確認も定期的に行う。 
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埼 玉 県 

　 避難所の運営に関する指針  

 

 
 

参考資料集 

 

 

参考資料 1-1 新型コロナウイルス感染症対応時の避難所レイアウト(例) <避難受付時> 

 

参考資料 1-2 新型コロナウイルス感染症対応時の避難所レイアウト(例) <避難受付以降> 

 

参考資料 1-3 健康な者の避難所滞在スペースのレイアウト(例) 

 

参考資料 1-4 発熱・咳等のある者や濃厚接触者専用室のレイアウト(例) 

 

参考資料２  避難所の物資・資材等リスト(新型コロナウイルス感染症対策分） 

 

参考資料３  保健所・医療機関等緊急連絡先 

 

参考資料４  厚生労働省資料「新型コロナウイルスの集団発生防止にご協力をお願いしま

    す ３つの密を避けましょう」 

参考資料５  厚生労働省資料「感染症対策へのご協力をお願いします ！手洗い」 

 

参考資料６  厚生労働省資料「感染症対策へのご協力をお願いします ！咳エチケット」 

 

参考資料７  自然災害発生時の避難について 

 

参考資料 8-1  健康管理チェックリスト(入所時) 

 

参考資料 8-2  健康管理チェックリスト(入所後) 

 

参考資料９  臨時避難所リスト 

8

(新型コロナウイルス感染症に対応したガイドライン） 



軽
症

者
等

（
一

時
的

）

専
用

ト
イ

レ

専
用

ト
イ

レ

発
熱

者
等

ｿ
ﾞｰ

ﾝ

物
資

保
管

場
所

女
性

更
衣

室

男
性

更
衣

室

女
性

ト
イ

レ

男
性

ト
イ

レ

受 付 受 付

物
資

配
布

場
所

お む つ

交 換

授 乳
ス ペ ー ス

避
難

者
ス

ペ
ー

ス

避
難

者
ス

ペ
ー

ス

避
難

者
ス

ペ
ー

ス

高
齢

者
ス

ペ
ー

ス

避
難

者
ス

ペ
ー

ス

情 報 掲 示 板

特
設

公
衆

電
話

＜
専
用
ス
ペ
ー
ス
＞

1
F2
F

＜
集
合
ス
ペ
ー
ス
＞ 避

難
者

障
が

い
者

車
い

す
ス

ペ
ー

ス

お
む

つ
・
授

乳

ス ロ ー プ

通
路

の
幅

は
2
m

以
上

を
確

保

受 付

発
熱

者
等

専
用

階
段

発
熱

者
等

専
用

階
段

総
合

受
付

に
て

滞
在

場
所

の
振

り
分

け

発 熱 者 等

要 配 慮 者

一 般 の 避 難 者

受
付

出 入 口

受
付
時
で
の
チ
ェ
ッ
ク

○
避

難
者

カ
ー

ド
の

記
入

○
発

熱
、

咳
等

、
体

調
の

確
認

○
要

配
慮

等
の

確
認

な
ど

・
体

温
計

（
非

接
触

型
）

・
ア

ル
コ

ー
ル

消
毒

液
（
手

指
用

）
・
次

亜
塩

素
酸

溶
液

・
ハ

ン
ド

ソ
ー

プ
、

ウ
ェ

ッ
ト

テ
ィ

ッ
シ

ュ
・
フ

ェ
イ

ス
シ

ー
ル

ド
・
ビ

ニ
ー

ル
シ

ー
ト

・
使

い
捨

て
手

袋

用
意
す
る
も
の

な
ど

看
護

師
や

保
健

師
に

よ
る

巡
回

手 洗 い 場

看
護

師
や

保
健

師
に

よ
る

巡
回

炊
き

出
し

一
人

分
ず

つ
小

分
け

に
し

て
配

食

専
用

ト
イ

レ

濃
厚

接
触

者
ｿ
ﾞｰ

ﾝ
境

界
線

テ
ー

プ

濃
厚

接
触

者
専

用
階

段

濃
厚

接
触

者
専

用
階

段

出 入 口出 入 口

受 付 濃 厚 接 触 者

要
配

慮
者

妊
産

婦

（
マ

ス
ク

・
体

温
計

持
参

）

着 替 え ス ペ ー ス

男 性 用

着 替 え ス ペ ー ス

女 性 用

専
用

階
段

、
専

用
ト

イ
レ

の
確

保
を

す
る

。
（
専

用
階

段
に

つ
い

て
、

確
保

が
難

し
い

場
合

は
、

時
間

的
分

離
・

消
毒

等
の

工
夫

を
し

た
上

で
兼

用
す

る
こ

と
も

あ
り

得
る

。
健

康
な

者
と

の
兼

用
は

不
可

。
）

専
用

ス
ペ

ー
ス

と
専

用
ト

イ
レ

、
独

立
し

た
動

線
を

確
保

で
き

な
い

場
合

は
、

濃
厚

接
触

者
専

用
避

難
所

を
別

途
開

設
す

る
こ

と
も

考
え

ら
れ

ま
す

。

・
軽

症
者

等
は

、
予

め
災

害
時

の
対

応
・
避

難
方

法
等

を
決

め
て

お
く
こ

と
が

望
ま

し
い

。

・
軽

症
者

等
及

び
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
を

発
症

し
た

と
疑

わ
れ

る
者

の
対

応
に

つ
い

て
は

、
防

災
担

当
部

局
と

保
健

福
祉

部
局

等
が

十
分

に
連

携
の

上
で

、
適

切
な

対
応

を
事

前
に

検
討

す
る

。

・
軽

症
者

等
が

一
時

的
に

避
難

所
に

滞
在

す
る

場
合

、
－

敷
地

内
の

別
の

建
物

と
す

る
。

－
同

一
建

物
の

場
合

は
、

動
線

を
分

け
、

専
用

階
段

と
ス

ペ
ー

ス
、

専
用

の
ト

イ
レ

、
専

用
風

呂
等

が
必

要

※
軽

症
者

等
で

あ
っ

て
も

原
則

と
し

て
一

般
の

避
難

所
に

滞
在

す
る

こ
と

は
適

当
で

な
い

こ
と

に
留

意
す

る
。

ｚ
専

用
ト

イ
レ

・
高

齢
者

・
障

が
い

者
・
基

礎
疾

患
を

有
す

る
者

※
上

記
は

全
て

実
施

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
が

、
災

害
時

に
お

い
て

、
種

々
の

制
約

が
想

定
さ

れ
、

出
来

る
範

囲
で

最
大

限
実

施
す

る
こ

と
が

望
ま

れ
る

。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
時
の
避
難
所
レ
イ
ア
ウ
ト
（
例
）
<避

難
受
付
時
> Ｒ

２
．

５
．

２
０

 

９ 
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専
用

ト
イ

レ

専
用

ト
イ

レ

発
熱

者
等

ｿ
ﾞｰ

ﾝ

物
資

保
管

場
所

女
性

更
衣

室

男
性

更
衣

室

女
性

ト
イ

レ

男
性

ト
イ

レ

物
資

配
布

場
所

お む つ

交 換

授 乳
ス ペ ー ス

避
難

者
ス

ペ
ー

ス

避
難

者
ス

ペ
ー

ス

避
難

者
ス

ペ
ー

ス

高
齢

者
ス

ペ
ー

ス

避
難

者
ス

ペ
ー

ス

情 報 掲 示 板

特
設

公
衆

電
話

＜
専
用
ス
ペ
ー
ス
＞

1
F2
F

＜
集
合
ス
ペ
ー
ス
＞

障
が

い
者

車
い

す
ス

ペ
ー

ス

お
む

つ
・
授

乳

ス ロ ー プ

通
路

の
幅

は
2
m

以
上

を
確

保

発
熱

者
等

専
用

階
段

発
熱

者
等

専
用

階
段

出 入 口

看
護

師
や

保
健

師
に

よ
る

巡
回

手 洗 い 場

看
護

師
や

保
健

師
に

よ
る

巡
回

炊
き

出
し

一
人

分
ず

つ
小

分
け

に
し

て
配

食

専
用

ト
イ

レ

濃
厚

接
触

者
ｿ
ﾞｰ

ﾝ
境

界
線

テ
ー

プ

濃
厚

接
触

者
専

用
階

段

濃
厚

接
触

者
専

用
階

段

出 入 口出 入 口

要
配

慮
者

妊
産

婦

着 替 え ス ペ ー ス

男 性 用

着 替 え ス ペ ー ス

女 性 用

専
用

ト
イ

レ

・
高

齢
者

・
障

が
い

者

・
基

礎
疾

患
を

有
す

る
者

※
必

要
に

応
じ

て
発

熱
者

の
家

族
用

の
専

用
ス

ペ
ー

ス
を

確
保

す
る

こ
と

を
検

討
 

発
熱

者 発
熱

者
の

家
族

※

発
熱

者
経

路

受 付 受 付

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
時
の
避
難
所
レ
イ
ア
ウ
ト
（
例
）
<避

難
受
付
以
降
>

Ｒ
２

．
５

．
２

０
１

版

※
上

記
は

全
て

実
施

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
が

、
災

害
時

に
お

い
て

、
種

々
の

制
約

が
想

定
さ

れ
、

出
来

る
範

囲
で

最
大

限
実

施
す

る
こ

と
が

望
ま

れ
る

。

軽
症

者
等

（
一

時
的

）

・
軽

症
者

等
及

び
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
を

発
症

し
た

と
疑

わ
れ

る
者

の
対

応
に

つ
い

て
は

、
防

災
担

当
部

局
と

保
健

福
祉

部
局

等
が

十
分

に
連

携
の

上
で

、
適

切
な

対
応

を
事

前
に

検
討

す
る

。

・
軽

症
者

等
が

一
時

的
に

避
難

所
に

滞
在

す
る

場
合

、
－

敷
地

内
の

別
の

建
物

と
す

る
。

－
同

一
建

物
の

場
合

は
、

動
線

を
分

け
、

専
用

階
段

と
ス

ペ
ー

ス
、

専
用

の
ト

イ
レ

、
専

用
風

呂
等

が
必

要

※
軽

症
者

等
で

あ
っ

て
も

原
則

と
し

て
一

般
の

避
難

所
に

滞
在

す
る

こ
と

は
適

当
で

な
い

こ
と

に
留

意
す

る
。

ｚ

専
用

階
段

、
専

用
ト

イ
レ

の
確

保
す

る
。

（
専

用
階

段
に

つ
い

て
、

確
保

が
難

し
い

場
合

は
、

時
間

的
分

離
・
消

毒
等

の
工

夫
を

し
た

上
で

兼
用

す
る

こ
と

も
あ

り
得

る
。

）
（
健

康
な

者
と

の
兼

用
は

不
可

）
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健
康
な
者
の
避
難
所
滞
在
ス
ペ
ー
ス
の
レ
イ
ア
ウ
ト
（
例
）

3
m

3
m

○
家

族
間

の
距

離
を

1
m

以
上

あ
け

る

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
を
利
用
し
た
場
合

テ
ー
プ
等
に
よ
る
区
画
表
示

テ
ン
ト
を
利
用
し
た
場
合

○
テ

ン
ト

を
利

用
す

る
場

合
は

、
飛

沫
感

染
を

防
ぐ

た
め

に
屋

根
が

あ
る

方
が

望
ま

し
い

が
、

熱
中

症
対

策
に

十
分

注
意

す
る

こ
と

が
必

要

○
飛

沫
感

染
を

防
ぐ

た
め

、
少

な
く
と

も
座

位
で

口
元

よ
り

高
い

パ
ー

テ
ィ

シ
ョ

ン
と

し
、

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

を
確

保
す

る
高

さ
に

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

ま
た

、
換

気
を

考
慮

し
つ

つ
、

よ
り

高
い

も
の

が
望

ま
し

い
。

○
一

家
族

が
一

区
画

を
使

用
し

、
人

数
に

応
じ

て
区

画
の

広
さ

は
調

整
す

る

●
体

育
館

の
よ

う
な

広
い

空
間

に
お

い
て

、
健

康
な

者
が

滞
在

す
る

ス
ペ

ー
ス

と
し

て
は

、
以

下
の

よ
う

な
方

法
が

考
え

ら
れ

る
。

●
感

染
リ

ス
ク

の
高

い
高

齢
者

・
基

礎
疾

患
を

有
す

る
者

・
障

が
い

者
・
妊

産
婦

等
が

滞
在

す
る

場
合

に
は

、
避

難
所

内
に

専
用

ス
ペ

ー
ス

を
設

け
る

こ
と

が
望

ま
し

い
が

、
体

育
館

内
に

専
用

ゾ
ー

ン
を

設
け

、
以

下
と

同
様

の
考

え
方

で
利

用
す

る
こ

と
も

考
え

ら
れ

る
。

（
例

）
（
例

）

（
例

）

※
人

と
人

の
間

隔
は

、
で

き
る

だ
け

2
m

（
最

低
1
m

）
空

け
る

こ
と

を
意

識
し

て
過

ご
し

て
い

た
だ

く
こ

と
が

望
ま

し
い

。

※
ス

ペ
ー

ス
内

通
路

は
出

来
る

限
り

通
行

者
が

す
れ

違
わ

な
い

よ
う

に
配

慮
す

る
必

要
が

あ
る

※
上

記
は

全
て

実
施

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
が

、
災

害
時

に
お

い
て

、
種

々
の

制
約

が
想

定
さ

れ
、

出
来

る
範

囲
で

最
大

限
実

施
す

る
こ

と
が

望
ま

れ
る

。

1
m

～
2
m

以
上

1
m

～
2
m

以
上

1
m

～
2
m

以
上

1
m

～
2
m

以
上

1
m

～
2
m

以
上

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド

Ｒ
２

．
５

．
２

０
第

１
版

１１ 
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発
熱
・
咳
等
の
あ
る
者
や
濃
厚
接
触
者
専
用
室
の
レ
イ
ア
ウ
ト
（
例
）

出
入

口
出

入
口

換
気

窓

出
入

口
出

入
口

・
軽

症
者

等
は

、
予

め
災

害
時

の
対

応
・
避

難
方

法
等

を
決

め
て

お
く
こ

と
が

望
ま

し
い

が
、

避
難

所
に

一
時

的
に

滞
在

す
る

場
合

が
あ

る
。

・
感

染
予

防
お

よ
び

医
療

・
保

健
活

動
の

し
や

す
さ

の
観

点
か

ら
、

地
域

に
お

け
る

感
染

拡
大

状
況

や
、

各
避

難
所

、
活

用
す

る
ホ

テ
ル

・
旅

館
等

の
状

況
を

踏
ま

え
、

防
災

担
当

部
局

や
保

健
福

祉
部

局
等

の
連

携
の

も
と

、
必

要
に

応
じ

て
特

定
の

避
難

者
の

専
用

の
避

難
所

を
設

定
す

る
こ

と
も

考
え

ら
れ

る
。

（
例

：
高

齢
者

・
基

礎
疾

患
を

有
す

る
者

・
障

が
い

者
・
妊

産
婦

用
、

発
熱

・
咳

等
の

症
状

の
あ

る
者

用
、

濃
厚

接
触

者
用

）

換
気

窓
換

気
窓

換
気

窓
換

気
窓

※
飛

沫
感

染
を

防
ぐ

た
め

、
少

な
く
と

も
座

位
で

口
元

よ
り

高
い

パ
ー

テ
ィ

シ
ョ

ン
と

し
と

し
、

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

を
確

保
す

る
高

さ
に

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

ま
た

、
換

気
を

考
慮

し
つ

つ
、

よ
り

高
い

も
の

が
望

ま
し

い
。

消
毒

液
等

消
毒

液
等

消
毒

液
等

消
毒

液
等

※
上

記
は

全
て

実
施

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
が

、
災

害
時

に
お

い
て

、
種

々
の

制
約

が
想

定
さ

れ
、

出
来

る
範

囲
で

最
大

限
実

施
す

る
こ

と
が

望
ま

れ
る

。

●
濃

厚
接

触
者

は
、

可
能

な
限

り
個

室
管

理
と

す
る

。
難

し
い

場
合

は
そ

れ
ぞ

れ
専

用
の

ス
ペ

ー
ス

を
確

保
す

る
。

●
発

熱
・
咳

等
の

あ
る

者
は

、
可

能
な

限
り

個
室

に
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

が
、

難
し

い
場

合
は

そ
れ

ぞ
れ

専
用

の
ス

ペ
ー

ス
を

確
保

す
る

。
や

む
を

得
ず

同
室

に
す

る
場

合
は

、
パ

ー
テ

ィ
シ

ョ
ン

で
区

切
る

な
ど

の
工

夫
を

す
る

。

Ｒ
２

．
５

．
２

０

（
例

）

※
濃

厚
接

触
者

は
、

発
熱

・
咳

等
の

あ
る

者
よ

り
優

先
し

て
個

室
管

理
と

す
る

。
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参考資料２

避難所の物資・資材等リスト(新型コロナウイルス感染症対策分）

避難所名：       

※ 必要に応じて適宜追加してください

品 名 数量 保管場所 メ モ

マスク

消毒液

体温計(非接触型)
体温計(その他)
血圧計

ポンプ式ハンドソープ

家庭用洗剤

タオル

ペーパータオル

ティッシュ

ビニール袋

使い捨て手袋

使い捨てガウン(防護着)
顔面防護具

段ボールベッド

間仕切り用パーテーション

ビニールシート

ガムテープ等

段ボール

テント

簡易トイレ

仮設トイレ

１３ 
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３

保
健

所
・

医
療

機
関

等
緊

急
連

絡
先

管
轄

事
務

所

住
　

　
　

所

担
当

課
・

係

平
曰

の
昼

間
（
8:
45

～
17
:3
0）

上
記

以
外

（
夜

間
・

休
日

等
）

  
　
※

緊
急

時
に
備

え
、
担

当
者

の
公

用
携

帯
等

の
連

絡
先

も
記

入
す
る
こ
と
。

医
療

機
関

連
絡

先

施
設
名

Ｔ
Ｅ
Ｌ

Ｆ
Ａ
Ｘ

　
※

緊
急

時
に
備

え
、
携

帯
電

話
等

の
連

絡
先

も
記

入
す
る
こ
と
。

保
健

師
等

連
絡

先

保
健
師
名

保
健
師
名

連
絡
先

※
緊

急
時

に
備

え
、
携

帯
電

話
等

の
連

絡
先

を
記

入
す
る
こ
と
。

埼
玉

県
○

○
保

健
所

連
　

絡
　

先

Ｔ
Ｅ

Ｌ

Ｆ
Ａ

Ｘ

ﾒ
ｰ
ﾙ
ｱ
ﾄ
ﾞ
ﾚ
ｽ

住
所

連
絡
先
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自然災害発生時の避難について 

～●●市（町・村）にお住まいの皆様へ～ 

 

 万一の災害に備えて、新型コロナウイルス感染症防止の観点から、可能な範囲で他者との接

触を避ける必要があります。このため、自然災害発生時の避難等について、以下の点に十分に

留意してください。 

 

 

１．事前準備 

（１）自宅等の安全確認 

  ・本市（町村）の「土砂災害・洪水ハザードマップ」で、お住いの地域が、浸水想定区域 

  や土砂災害警戒区域に当たるのか改めて確認してください。 

  ・添付の「避難行動判定フロー」をご確認し、台風・豪雨時における避難行動の確認をし 

  てください。 

  ・本市（町村）の「地震ハザードマップ」等を確認し、お住まいの地域の危険度、避難場 

  所・避難所や、役所などの公共施設の場所をご確認いただき、また家庭等でできる地震へ 

  の備え等を確認してください。 

  ・お住まいの地域が危険な区域外にある方で、かつ、自宅で安全確保ができる方（マンシ 

  ョンの高層階にお住まい等）は、在宅避難を検討してください。 
  ・身を寄せられる親戚や知人等が危険な区域外にお住まいの場合は、予め親戚や知人等宅に避難す 

  ることを検討し、親戚や知人等にその旨を申し出てください。 

（２）常日頃からの情報収集 

  ・気象庁のホームページ等により気象情報の収集に努め、早めの避難を心がけてくださ 

  い。 

 

２．災害時の対応 

（１）上記１（１）により自宅が安全な場所にあることが確認できている場合は、在宅避難を 

  してください。 

（２）上記１（１）により親戚や知人宅等が安全な場所にあることが確認できている場合は、 

  親戚や知人宅等へ避難してください。 

（３） 在宅避難や親戚や知人宅等への避難ができない場合は、「地震・土砂災害・洪水ハザードマッ 

    プ」記載の指定緊急避難場所に避難してください。 

 

 

【重要】 

 ・当該資料を活用する場合は、内容を見直し、適宜追加・修正を行ってください 
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「自らの命は自らが守る」意識を持ち、適切な避難行動をとりましょう

知っておくべき5つのポイント

⚫ 避難とは[難]を[避]けること。
安全な場所にいる人まで避難場所に行く
必要はありません。

⚫ 避難先は、小中学校・公民館だけではあり
ません。安全な親戚・知人宅に避難する
ことも考えてみましょう。

⚫ マスク・消毒液・体温計が不足しています。
できるだけ自ら携行して下さい。

⚫ 市町村が指定する避難場所、避難所が
変更・増設されている可能性があります。
災害時には市町村ホームページ等で確認
して下さい。

⚫ 豪雨時の屋外の移動は車も含め危険です。
やむをえず車中泊をする場合は、浸水しない
よう周囲の状況等を十分確認して下さい。

新型コロナウイルス感染症が収束しない中でも、

内閣府（防災担当）・消防庁

災害時には、危険な場所にいる人は
避難することが原則です。…………………………………

……………………………………
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参考資料８－１

避難者氏名 ：　　　　　　　　　　　　　　
確認者 ：　　　　　　　　　　　　　　

● 入所にあたっての問診事項

1 □

2 □

3 □

4 □

5 □

6 □

7 □

8 □

9 □

10 □

健康管理チェックリスト（入所時）

感染が確認されていて、自宅療養中でしたか。

感染が確認されている人の濃厚接触者で、健康観察中でしたか。

過去１４日以内に、新型コロナウイルス感染患者との接触はありましたか。

過去１４日以内に、新型コロナウイルス感染患者の流行地域に行きましたか。

その他、感染したかもしれないと心配になる症状はありますか。

高熱が現在ありますか。

高熱が数日以内にありましたか。

強いだるさがありますか。

息苦しさ、咳や痰、のどの痛みはありますか。

においや味を感じにくいですか。

　※　認定NPO法人全国災害ボランティア支援団体ネットワーク（JVOAD）
　　　「新型コロナウイルス　避難生活お役立ちサポートブック」を参考に作成

２４ 



参考資料８－２

避難者氏名 ：　　　　　　　　　　　　　　

●毎朝、体温を測定して記入してください。
●こまめな手洗いを行い、咳エチケットを守りましよう。
●以下の場合は、必ず避難所運営スタッフに報告してください。、
　・発熱がある
　・強いだるさ（倦怠感）がある。
　・息苦しさ（呼吸困難）、咳や痰、のどの痛みがある。　　　等

日付 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／

時間
体温 oC oC oC oC oC oC oC

強いだる
さ

無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有

息苦しさ
等

無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有

日付 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／

時間
体温 oC oC oC oC oC oC oC

強いだる
さ

無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有

息苦しさ
等

無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有

日付 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／

時間
体温 oC oC oC oC oC oC oC

強いだる
さ

無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有

息苦しさ
等

無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有

日付 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／

時間
体温 oC oC oC oC oC oC oC

強いだる
さ

無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有

息苦しさ
等

無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有

健康管理チェックリスト（入所後）
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●
臨
時
避
難
所
リ
ス
ト
（
ホ
テ
ル
・
旅
館
等
含
む
）

N
O

施
設
名

住
所

施
設
連
絡
先

施
設
管
理
担
当
者

施
設
管
理
担
当
者

連
絡
先

収
容
人
数

※
過
密
に
な
ら
な

い
人
数

協
定
の
有
無

202361
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